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溝
・
と
い
な
ど
の
点
検
を

　
六
月
十
一
日
は
入
梅
。
ま
も
な
く
本
格
的
な
雨
の
季
節
が

や
っ
て
来
ま
す
。
市
で
は
、
雨
期
を
前
に
防
災
パ
ト
ロ
ー
ル

を
実
施
。
的
確
な
対
策
活
動
を
す
る
た
め
、
市
内
の
災
害
危

険
個
所
を
チ
ェ
ッ
ク
し
ま
し
た
。
皆
さ
ん
も
、
大
雨
に
よ
る

浸
水
な
ど
の
被
害
を
最
小
限
に
と
ど
め
る
た
め
に
、
溝
や
と

い
な
ど
を
点
検
し
、
雨
期
に
備
え
ま
し
ょ
う
。

▲市内の河川･排水路などをパトロール（5月23日）

　
毎
年
雨
期
に
な
る
と
集
中
豪
雨

に
よ
る
浸
水
や
土
砂
崩
れ
な
ど
の

被
害
が
全
国
各
地
で
発
生
し
て
い

車
ｔ
一
。

　
こ
の
た
め
、
雨
期
を
前
に
五
月

二
十
三
日
午
後
、
池
本
市
長
を
は

じ
の
市
や
府
な
ど
の
関
係
者
七
十

人
が
防
災
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
。

市
内
の
河
川
や
排
水
路
な
ど
、
集

中
豪
雨
が
あ
っ
た
場
合
に
防
災
上

危
険
と
思
わ
れ
る
六
ヵ
所
を
視
察

し
ま
し
た
。
今
回
の
視
察
で
危
険

個
所
の
現
状
を
把
握
し
、
的
確
な

防
災
対
策
活
動
を
行
う
こ
と
に
し

‘
で
い
ま
す
。

　
激
し
い
降
雨
時
に
は

　
気
象
情
報
に
注
意
を

　
山
地
の
多
い
わ
が
国
で
は
、
集

中
豪
雨
に
よ
る
地
す
べ
り
や
が
け

崩
れ
、
土
砂
を
伴
っ
た
濁
流
な
ど

に
よ
仝
亦
災
害
が
多
く
発
生
し

て
い
未
了
。
い
っ
た
ん
発
生
す
る

と
家
や
畑
、
人
命
を
も
一
瞬
の
う

ち
に
男
旱
曾
な
被
害
と
な
り
ま

す
。
ま
た
、
都
市
化
が
進
み
建
造

物
や
舗
装
路
面
が
増
え
て
、
雨
が

地
中
に
浸
透
し
に
万
な
り
、
急

激
に
出
水
し
て
く
る
こ
と
が
多
く

な
り
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、
低
地

で
は
道
路
冠
水
や
家
屋
浸
水
が
起

こ
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
ず
。

　
こ
の
ぷ
つ
に
集
中
豪
雨
は
大
き

な
被
害
を
も
た
ら
す
こ
と
が
あ
り

ま
す
が
、
そ
の
来
襲
を
完
ぺ
き
に

予
知
し
、
避
け
る
こ
と
は
で
章
ま

せ
ん
。
突
然
の
自
然
災
害
を
少
し

で
も
軽
く
す
る
た
め
に
は
、
日
ご

ろ
の
備
え
が
大
切
で
す
。
水
は
け

の
良
い
悪
い
な
ど
周
り
の
環
境
や

地
形
、
地
質
を
よ
く
知
っ
て
お
く

の
も
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
に
な
り
ま

す
。

　
雨
期
に
付
き
も
の
な
の
が
、
大

雨
・
洪
水
な
ど
の
注
意
報
や
警
報

で
す
。
雨
の
降
り
方
が
激
し
い
と

感
じ
た
ら
、
テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
の

気
象
情
報
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

身
近
な
環
境
整
備
で

　
　
被
害
を
最
小
限
に

　
大
雨
に
よ
る
被
害
か
最
小
限
に

と
ど
め
る
た
め
、
身
近
な
環
境
整

備
か
ら
始
め
ま
し
ょ
う
。

　
側
溝
や
水
路
に
た
ま
っ
た
ゴ
ミ

や
土
砂
で
水
の
流
れ
が
妨
げ
ら
れ

て
、
わ
ず
か
な
雨
で
も
水
が
あ
ふ

れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
地
域
や
家
庭
で
雨
期
に
備
え
て
、

側
溝
や
雨
ど
い
な
ど
の
点
検
を
し

ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
溝
や
水
路
に

空
き
缶
や
ビ
ニ
ー
ル
な
ど
の
ゴ
ミ

か
括
て
な
い
ぶ
つ
に
し
ま
し
ょ
う
。

　
溝
掃
除
で
出
た

　
泥
・
ゴ
ミ
を
回
収

　
町
内
会
や
自
治
会
な
ど
で
溝
掃

除
を
行
ラ
場
合
、
市
で
は
側
溝
の

土
砂
を
入
れ
る
容
器
（
プ
ラ
ス
チ

ッ
ク
製
）
を
無
料
で
貸
し
出
し
、

後
日
土
砂
と
共
に
回
収
し
て
い
ま

す
。
溝
掃
除
の
一
週
間
前
ま
で
に

清
掃
事
務
所
（
内
線
３
１
６
～
３

１時間雨量のめやす

１
８
）
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
浸
水
防
止
対
策

　
便
槽
も
忘
れ
ず
に

　
一
時
的
な
浸
水
で
も
、
く
み
取

り
式
便
所
へ
水
が
入
る
と
使
え
な

く
な
り
ま
す
。

　
く
み
取
り
ロ
が
横
ぶ
た
式
の
場

合
は
、
土
の
う
・
ナ
イ
ロ
ン
で
浸

水
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。
マ
ン
ホ
ー

ル
式
の
場
合
は
、
ふ
た
を
ナ
イ
ロ

ン
な
ど
水
を
通
し
に
く
い
も
の
で

覆
い
、
重
し
な
ど
を
置
い
て
密
閉

し
て
く
だ
さ
い
。
各
家
庭
の
く
み

取
り
ロ
に
応
じ
た
浸
水
防
止
法
な

ど
詳
し
ぐ
は
、
城
南
衛
生
管
理
組

合
（
酋
０
７
５
剛
5
1
7
1
）
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
・

　
な
お
、
収
集
日
に
は
土
の
う
、

ナ
イ
ロ
ン
な
ど
は
取
り
除
き
、
く

み
取
り
作
業
に
支
障
が
な
い
よ
ｙ
フ

に
し
て
ぐ
だ
さ
い
。

雨の降り方 時間雨量

　雨の音がよく聞こえ、道路

や庭先のあちこちに水たまり

ができる。

5inm

　Ｓl池m

　地面一面に水たまりができ、

雨の音で話し声もよく聞こえ

ない。

lOiim

　S20iiim

　どしや降')で道路の側溝が

あふれ、川のように流れる。

20inm

　S30mni

　バケツをひっくり返したよ

うな激しい雨が降り続く。

30nini
　以上

Iちょっとした心掛けそれか

川や海をきれいにします
　
一
戸
の
家
庭
か
ら
流
さ

れ
る
生
活
排
水
の
量
は
少

し
で
も
、
み
ん
な
が
流
す

量
を
ま
と
め
る
と
。
大
変

な
量
に
な
り
ま
す
。
家
庭

で
の
ち
ょ
っ
と
し
た
気
配

り
が
、
川
や
海
を
き
れ
い

に
し
ま
す
。
き
れ
い
な
川

や
海
を
次
代
に
残
す
た
め
、

川
に
も
の
を
捨
て
た
り
、

汚
れ
た
水
を
流
さ
な
い
よ

う
、
一
人
ひ
と
り
が
心
掛

け
た
い
も
の
で
す
。

　　ちよつとした汚れをきれいにするために

　　こんなにたくさんの水が必要です

〈魚がすめる水質(BOD5㎎／C)にするために必要な水量〉

　　米のとぎ汁on)･300^の浴槽に6.3杯

　　み　そ　汁(ZO)-"')-≫同. 3.5杯

　　ラーメンの汁OOQ"')-≫同. 4杯

　　おでん汁(1 t)-*同. 50杯

台
図
冠
嘔
回
国
Ｄ
(
Ｓ
)
　
く
だ
さ
い
・

　
○
　
流
し
に
は
、
三
角
コ
ー
ナ

ー
や
水
切
り
袋
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

　
○
使
い
古
し
の
食
用
油
は
、

紙
な
ど
に
吸
わ
せ
て
、
ゴ
ミ
と
し

て
出
し
ま
し
よ
う
。

　
○
食
事
の
食
べ
残
し
は
残
飯

入
れ
に
移
し
、
食
器
の
汚
れ
は
ふ

き
取
っ
て
か
ら
洗
い
ま
し
ょ
う
。

　
Ｏ
　
デ
ィ
ス
ポ
ー
ザ
ー
（
生
ゴ

ミ
粉
砕
器
）
の
使
用
は
、
汚
水
の

大
き
な
発
生
原
因
に
な
り
ま
す
。

調
理
く
ず
な
ど
は
、
流
さ
な
い
で

　
§
回
侶
廊
世
９
診
ん
ａ

　
○
　
洗
濯
に
は
、
せ
っ
け
ん
を

使
い
ま
し
ょ
う
。
多
量
に
使
用
し

て
も
効
果
は
同
じ
で
、
川
を
汚
す

原
因
に
な
り
ま
す
。
適
量
を
心
掛

け
ま
し
ょ
う
。

　
○
風
呂
の
残
り
湯
は
、
洗
濯

な
ど
に
使
い
ま
し
ょ
う
。

　
し
回
静
化
回
廊

　
Ｅ
Ｊ
Ｖ
ｉ
ｌ
ｇ
ｆ
ｆ
ｌ
５

ｃ
５
)
'
=
３
ｉ
ｃ

　
快
適
な
水
洗
便
所
も
、
浄
化
槽

の
使
い
方
を
誤
っ
た
り
、
保
守
点

検
を
怠
る
と
、
汚
水
が
十
分
処
理

さ
れ
な
い
ま
ま
流
れ
、
川
や
海
を

汚
し
ま
す
。
正
し
く
使
い
、
専
門

業
者
に
よ
る
定
期
点
検
を
受
け
ま

し
よ
う
。
法
定
点
検
も
、
受
け
ま

し
ょ
う
。
　
　
（
環
境
保
全
課
）川や海に流れ込む汚れの原因は

生活排水が約6割を占めています

1123

新
庁
舎
建
設
の

　
契
約
な
ど
可
決

　
五
月
宇
治
市
議
会
臨
時
会
が
五

月
二
十
八
日
に
開
か
れ
、
二
年
度

一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
二
号
）

及
び
新
庁
舎
建
設
事
業
に
伴
之
ｍ

負
契
約
締
結
に
っ
い
て
な
芦
モ
議

案
を
可
決
し
、
同
日
閉
や
缶
し

た
。

　
一
磐
１
　
の
補
正
予
算
額
は
、

二
年
度
の
新
庁
舎
建
設
事
業
費
と

し
て
三
億
一
千
万
円
夕
追
加
計
上

し
た
も
の
で
す
。

　
続
い
て
、
六
月
市
議
会
定
例
会
一

が
六
月
八
日
に
開
会
。
会
期
は
六

月
二
十
二
日
ま
で
の
予
定
で
す
。

　
こ
の
定
例
会
に
は
、
二
年
度
一

般
心
一
計
補
正
予
算
（
第
三
号
）
を

は
じ
め
、
一
特
別
会
一
計
（
老
人
保

健
事
業
）
補
正
予
算
な
ど
五
議
案

が
提
出
さ
れ
て
い
未
丁
。

　
今
回
の
一
般
会
計
補
正
予
算
は
、

市
民
や
市
内
団
体
か
ら
の
浄
財
に

よ
る
事
業
費
と
し
て
一
億
一
千
七

百
五
十
万
円
奪
里
。
こ
れ
に
よ

り
補
正
後
の
予
算
総
額
は
三
百
四

十
五
億
五
千
八
百
四
十
万
円
と
な

り
ま
ず
。

　
一
方
、
老
人
保
健
事
業
特
別
会

計
の
補
正
予
算
額
は
、
元
年
度
決

算
の
調
整
経
費
と
し
て
一
億
二
千

百
四
十
二
万
四
千
円
を
追
加
。
補

正
後
の
予
算
総
額
は
八
土
（
億
三

千
八
十
二
万
四
千
円
と
な
り
ま
す
。

　
補
正
予
算
案
の
主
な
内
容
は
次

の
と
お
り
で
す
。

　
〈
一
般
会
計
〉

▽
高
齢
者
活
暫
釜
積
立
金
に
一

　
億
円
。

▽
高
齢
者
活
動
事
業
費
に
五
百
四

　
十
万
円
。

▽
国
際
交
流
基
金
積
立
金
追
加
に

　
六
百
五
十
万
円
。

▽
㈱
宇
治
市
公
園
公
社
都
市
緑
化

　
葵
福
助
金
追
加
に
三
百
六
十

　
万
円
。

▽
中
央
図
書
館
図
書
購
入
費
追
加

　
に
二
百
万
円
。

雨期に備えて5

月

臨

時

市

議

会

6月環境月間



1990年（平成２年）６月11日発行(2）政:　だ．よ　り第884号

1124

女
性
が
、
妻
や
母
と
し
て
の

女
性
の
社
会
参
加
は
当
然

役
割
だ
け
で
、
そ
の
Ｉ
生
m

え
る
時
代
は
、
も
ヶ
終
わ
り
ま

し
た
。

　
今
、
女
性
も
、
一
人
の
人
間

と
し
て
、
社
会
に
か
か
わ
る
こ

と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
ず
。
女

性
が
社
会
に
参
加
す
る
機
会
が

多
く
な
れ
ば
、
男
性
中
心
的
な

社
会
の
仕
組
み
べ
男
女
が
共

に
豊
か
に
楽
１
　
ぞ
暮
ら
せ
る
よ

ラ
な
社
会
に
、
変
え
て
い
く
こ

と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
で
し

よ
ラ
か
。

　
こ
の
行
動
名
さ
す
第
一
歩

は
、
妻
や
母
と
し
て
の
役
割
以

外
に
、
自
分
に
何
が
で
き
る
の

か
、
自
分
に
は
何
が
向
い
て
い

る
の
か
を
知
る
こ
と
で
す
。
そ

し
て
、
そ
の
た
め
に
は
、
ま
ず
自

分
と
淮
２
７
分
痔
っ
て
い
る

人
た
ち
と
話
し
合
い
な
が
ら
、

自
ら
も
、
自
分
が
戸
元
な
人
間

か
を
知
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　
例
え
ぼ
、
多
く
の
人
と
出
会
一

ケ
場
と
し
て
、
公
民
館
な
ａ
ｊ
ｐ

い
ろ
い
ろ
な
講
座
や
サ
ー
ク
ル

活
動
が
行
ｐ
れ
て
い
ま
ず
。

　
今
、
こ
シ
レ
た
場
で
、
積
極

的
に
学
ぶ
女
性
が
増
え
て
い
ま

す
。
学
習
す
る
こ
と
に
よ
っ
て

地
域
社
会
が
抱
え
て
い
る
課
題

を
ｄ
分
の
こ
と
‘
と
し
て
と

ら
兄
た
り
、
解
決
し
叉
鈴
于

女性の地域社‘゜‘　rあなたは現在､どのような活勣に雪芒雷れ票ぶ砺ご

％

40

30

20

る
姿
勢
犯
否
応
て
ぐ
る
の
で

は
な
い
で
し
ま
示
。

　
仕
ヂ
湿
腱
も
、
地
域
活
動

　
　
1
0
　
　
0

も
、
さ
り
げ
な
ぐ
自
分
の
人
生

に
と
り
入
れ
た
い
も
の
ぷ
ｙ
。

　
　
　
　
　
　
（
青
少
年
婦
人
課
）

労働時間・日数とも正規従業員

に迫るパートタイマーの雇用実態調査結果

　
産
業
構
造
の
変
化
や
女
性
の

職
場
進
出
な
ど
に
伴
い
、
パ
ー

ト
タ
イ
マ
ー
の
急
増
が
予
想
さ

れ
る
。
一
方
、
昨
里
八
月
、
労
働

省
か
ら
「
パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働

指
針
」
が
示
さ
れ
、
そ
の
就
労

条
件
収
善
に
向
け
、
啓
発
指
導

の
強
化
が
求
め
ら
元
て
い
康
ｙ
。

　
こ
シ
レ
た
中
で
、
昨
年
十
月
、

宇
治
市
・
城
陽
市
・
久
御
山
町

で
、
パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
の
雇
用

実
態
や
労
働
条
件
を
調
査
し
た

結
果
、
宇
心
市
内
で
も
、
事
業

所
の
忙
し
い
時
間
帯
の
対
処
や

人
件
費
な
ど
の
理
由
か
ら
雇
用

表１　男女別パート年齢構成

さ
れ
る
パ
ー
ト
夕
子
了
‐
は
、

弾
力
的
な
雇
用
形
態
と
し
て
、

今
後
も
増
加
す
る
傾
向
に
あ
る

こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

　
市
で
ば
、
こ
の
調
査
結
果
を

行
政
の
基
礎
資
料
と
ず
る
ほ
か

「
パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
指
針
」
の

内
容
を
Ｐ
Ｒ
し
、
労
働
諸
条
件

の
向
上
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

　
以
下
は
、
宇
治
市
分
の
調
査

結
果
の
あ
ら
ま
し
で
す
。

　
パ
ー
ト
雇
用
の
一
位
は
卸

　
売
・
小
売
業
、
製
造
業

　
調
査
対
象
は
、
一
九
六
〇
事

業
所
で
、
有
効
回
答
率
は
四
二
・

二
％
（
八
二
八
事
業
所
）
で
し
た

　
こ
の
う
ち
、
パ
ー
ト
タ
イ
マ

ー
（
以
下
、
パ
ー
ト
）
奎
厘
っ
て
・

い
る
事
業
所
腿
ハ
ー
・
七
弧
、

①
卸
売
・
小
売
業
、
飲
食
店
②

製
造
業
③
サ
ー
ビ
ス
業
の
順
に

多
く
な
っ
て
い
ま
ｙ
。

　
男
子
は
若
年
層
、
女
子
は

　
中
年
層
が
主
流

　
パ
ー
ト
の
採
用
理
由
は
「
人

手
が
必
要
な
時
間
帯
が
で
き
る

（
四
一
・
三
％
）
」
が
最
も
多
く
、

「
弾
力
的
な
雇
用
が
で
き
る
（
三

五
・
四
％
）
」
「
人
件
費
が
割
安

（
三
五
・
〇
％
）
」
と
続
い
て
い

ま
す
。
最
近
の
求
人
難
か
反
映

し
て
「
正
規
従
業
員
の
採
用
芦

も
三
〇
・
＝
百
あ
り
ま
し
た
。

　
性
別
・
年
齢
別
構
成
で
は
、

男
子
が
一
六
・
九
％
、
二
〇
歳

表２男女別パートの在職年数

未
満
と
二
〇
Ｌ
二
九
歳
の
若

年
層
で
五
五
・
七
§
老
に
め
、

女
子
は
八
三
・
一
％
、
三
〇

～
三
九
歳
と
四
〇
ト
四
九
歳

の
年
代
で
一
〈
五
・
四
％
m
i

め
て
い
孝
二
表
Ｉ
）
。

　
在
職
は
男
子
が
短
期
的
、

　
女
子
は
長
期
的

　
在
職
年
数
は
、
全
体
で
、

一
年
未
満
が
三
二
・
〇
％
、

ｚ
Ｔ
五
年
未
満
が
四
四
・

二
％
、
五
年
以
上
が
二
三
・

八
％
で
し
た
。
こ
の
う
ち
、

男
子
で
は
、
一
年
未
満
が
四

八
八
％
あ
り
、
短
期
的
雇
用

の
傾
向
が
あ
る
の
に
対
し
、

女
子
で
は
、
一
年
ト
五
年
未

満
が
四
五
・
六
％
、
五
年
以
上

が
二
五
・
八
り
と
長
い
傾
向
を

示
し
て
い
‘
手
二
表
芯
。

　
パ
ー
ト
を
「
増
や
す
」
と

　
「
現
状
維
持
」
で
９
割

　
今
後
の
パ
ー
ト
の
採
用
見
通

し
は
、
「
現
状
維
持
」
が
五
九
・
九

％
M
I
め
る
一
方
、
「
増
や
し

て
い
く
（
三
一
・
七
％
）
」
が

「
む
し
ろ
減
ら
じ
て
い
く
（
四
・

七
§
）
」
を
上
回
っ
て
い
る
こ

と
か
ら
、
今
後
も
、
雇
用
の
増

加
が
予
想
さ
れ
孝
ｙ
。

　
週
５
～
６
日
、
１
日
５
時

　
間
以
上
の
労
働
が
主
流

　
一
週
あ
た
り
の
労
働
日
数
は

　
（
五
貝
四
〇
・
九
％
）
」
「
六
日

　
（
三
五
・
〇
％
）
」
の
順
で
、
「
毎

が玉石日石T言

1　　　　　　　.....｡a｡..､a....../4kij-ﾆ●.xと　　2時間未満　’表4 1 日あたりの労働時間(複数回答）
七　　　2～3時間未満　　　　　　　　　　■　　■　　　無回祢
・　　　3~4時間未満4～5時Bil未満5～6時間米満　　6時間以上

七三白石

の
も
注
目
さ
れ
未
丁
（
表
３
）
。

　
一
日
あ
た
り
の
労
働
時
間
は

「
五
時
間
以
上
」
が
七
四
・
九
％

m
i
め
て
い
る
ぞ
拓
ら
、
パ

ー
ト
の
多
ぐ
は
、
一
日
五
時
間

以
上
、
週
に
五
、
六
Ｒ
働
い
て

い
る
こ
と
が
シ
か
が
え
、
労
働

日
数
・
時
間
と
も
、
正
規
従
業

員
に
迫
っ
て
い
１
　
ず
（
表
４
）
。

　
昇
給
は
９
割
、
有
給
休
暇

　
は
３
割
で
実
施
。
退
職
金

　
制
度
は
７
割
が
「
な
し
」

　
一
時
間
あ
た
り
の
業
種
別
賃

金
（
新
規
採
用
と
平
均
の
順
）
は
、

一
般
事
務
＝
六
二
八
円
・
六
九

二
円
、
生
産
エ
・
技
能
エ
＝
五

九
七
円
・
六
六
八
円
、
販
売
・

サ
ー
ビ
ス
＝
六
一
〇
円
・
六
五

七
円
、
技
術
・
専
門
職
＝
九
七

八
円
・
一
、
一
六
二
円
で
し
た
。

　
昇
給
は
「
必
要
に
応
じ
て
し

て
い
る
」
が
五
〇
・
三
％
、
「
定

期
的
に
し
て
い
る
」
が
四
一
・

三
％
で
、
九
割
以
上
が
何
ら
か

の
形
で
実
施
し
て
い
未
了
。

　
ま
た
、
休
暇
制
度
で
は
、
「
有

給
休
暇
が
あ
る
」
が
二
七
・
〇

％
。
退
職
金
制
度
で
は
「
会
社

独
自
の
制
度
が
あ
る
」
「
国
の

中
退
金
制
度
に
加
入
」
「
商
工

な
ど
、
何
ら
か
の
制
度
か
適
用

し
て
い
る
事
業
所
は
二
三
・
九

拓
で
し
た
。
　
（
商
工
観
光
課
）

　
現
在
は
情
報
の
時
代
。
人
々
の

生
涯
学
習
へ
の
要
望
が
高
ま
り
、

生
き
が
い
夕
爾
え
る
学
習
活
動
も

盛
ん
で
す
。

　
そ
の
た
め
。
宇
治
公
民
館
で
は
、

多
様
な
情
報
を
一
方
的
な
も
の
と

し
な
い
た
め
、
ふ
れ
あ
い
、
語
り

あ
い
、
考
え
あ
い
な
が
ら
、
自
分

た
ち
で
主
体
的
に
学
習
し
、
情
報

を
つ
く
り
出
し
て
い
こ
う
と
考
汽

て
い
未
了
。

　
そ
こ
で
、
「
人
間
と
し
て
の
生

き
万
」
「
地
域
・
斐
翠
見
る
と

き
、
ど
の
よ
ラ
な
人
生
観
・
社
会

観
・
教
亘
緊
も
っ
て
接
す
る
か
」

　
「
す
べ
て
の
人
々
が
幸
福
で
住
み

よ
い
社
会
、
ｄ
ん
で
よ
か
っ
た

宇
治
″
」
を
考
え
る
た
め
、
公
民

館
講
座
を
企
画
・
運
営
し
て
い
た

ダ
人
材
夕
募
集
し
禾
す
。

▲身近なことから世界の動きまで、今、生涯学習

　への要望が高まってきています。

　
▼
活
動
内
容
・
・
・
市
民
が
集
ま
り

知
恵
や
工
夫
、
特
技
、
経
験
か
垂
一

か
し
て
、
公
民
館
講
座
の
企
画
・

運
営
に
騨
９
単
子
。

　
▼
募
采
人
数
…
Ｏ
文
化
芸
能
関

係
＝
文
化
芸
能
に
関
心
の
あ
孕
八

や
自
分
で
発
表
で
き
る
人
を
中
心

に
仙
人
Ｏ
学
習
教
養
関
係
ｌ
政
治
・

経
済
・
社
会
・
環
境
問
題
な
ど
に

関
心
の
杏
や
へ
や
発
表
で
き
や
ハ

を
中
心
に
3
0
人
。

　
▼
応
募
資
格
・
・
・
市
内
に
在
住
か

在
勤
し
、
み
ん
な
べ
に
薬
し
み
な
が

ら
「
公
民
館
講
瞑
を
つ
く
り
出

す
こ
と
に
喜
び
を
感
じ
る
人
で
、

時
間
に
融
通
が
き
ぐ
人
。

　
▼
応
募
方
法
・
・
・
は
が
き
に
、
住

所
・
氏
名
・
性
別
・
職
業
・
電
話

番
号
、
「
文
化
芸
能
関
係
」
か
「
学

習
教
養
関
係
」
の
分
野
と
企
画
し

た
い
内
容
夕
簡
単
に
書
い
て
、
６

鼎
習
価
（
当
ら
必
着
）
ま
で
に
、

宇
治
公
民
館
（
〒
6
1
1
里
留
尻
7
1

の
９
・
ｓ
⑩
2
8
0
4
）
へ
。

　
▼
そ
の
他
・
・
応
募
し
て
い
た
だ

い
た
人
に
は
、
後
日
直
接
通
知
し

ホ
チ
。
ま
た
、
活
動
は
ボ
ラ
ン
テ

″
ア
で
す
。
詳
１
　
て
は
宇
治
公
民

館
へ
。
　
　
　
（
早
治
公
民
館
）

　
▼
と
き
・
：
６
月
2
4
日
間
、
午
後

１
時
開
演
▼
と
こ
ろ
…
文
化
セ
ン

タ
ー
大
ホ
ー
ル
▼
曲
目
・
・
・
ミ
ヨ
ー

「
フ
ラ
ン
ス
組
曲
」
、
モ
ー
ツ
ァ
ル

ト
「
ア
イ
ネ
ク
ラ
イ
ネ
ナ
ハ

ト
ム
ジ
ー
ク
」
ほ
か
▼
入
場
料
・
・
・

前
売
り
＝
三
百
円
・
当
日
＝
五
百

円
▼
問
い
ふ
易
せ
・
・
・
脇
坂
英
夫
さ

ん
（
豊
⑩
4
4
6
2
）
へ
。

　
　
　
　
　
　
（
社
会
教
育
課
）

縦
谷

内
容
・
・
・
絵
本
の
読
み
聞
か
せ

や
楽
し
い
こ
と
が
い
っ
ぱ
い

▼
対
象
・
：
３
・
４
歳
児
▼
参

加
費
…
無
料
▼
問
い
合
わ
せ

上
｝
央
図
書
館
（
登
⑩
1
5

1
1
）
へ
。
（
中
央
図
書
館
）

市
民
体
育
の
お

知
ら
せ

　
小
学
生
卓
球
教
室

　
参
加
者
を
募
集

　
小
学
校
四
年
生
以
上
を
対
象
に
、

卓
球
教
室
を
開
き
示
す
。
体
育
指

導
委
員
が
基
礎
か
ら
指
導
し
ま
す

の
で
、
気
軽
に
ご
参
加
ぐ
だ
さ
い
。

　
▼
シ
に
５
・
：
６
月
3
0
m
出
か
ら
７

月
1
5
日
㈲
ま
で
の
原
笙
・
日
曜

日
、
全
６
回
。
土
曜
日
は
午
後
３

時
～
５
時
、
日
曜
日
は
午
前
1
0
時

～
正
午
▼
と
こ
ろ
・
：
小
倉
小
学
校

体
育
館
▼
対
象
…
小
学
生
（
４
年

生
以
占
▼
定
員
・
・
・
3
0
人
（
先
着

順
）
▼
参
加
費
・
・
・
無
料
▼
準
備
す

る
物
・
：
上
靴
▼
申
し
込
み
・
・
・
市
民

体
育
課
（
内
線
４
７
９
）
へ
電
話
で
。

　
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
教
室

　
だ
れ
で
も
気
軽
に
楽
１
　
め
ま
ｙ

ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　
▼
と
き
・
・
・
６
月
2
5
日
囲
・
2
7
E

困
・
2
9
日
図
、
い
ず
れ
も
午
後
７

時
半
ト
９
時
半
▼
と
こ
ろ
・
・
・
宇
治

中
学
校
体
育
館
▼
内
容
・
・
・
ソ
フ
ト

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
、
ク
ロ
リ
イ
テ
ィ

ー
▼
参
加
費
…
無
料
▼
準
備
す
る

物
：
上
靴
▼
申
し
込
み
・
：
当
日
、

直
接
会
場
へ
▼
問
い
合
わ
せ
…
市

民
体
育
課
（
内
線
４
７
９
）
へ
。

　
市
民
軟
式
テ
ニ
ス
デ
ー

　
だ
れ
で
も
自
由
に
テ
ニ
ス
を
楽

Ｌ
あ
ま
す
。
当
日
は
、
ミ
ニ
テ
ニ

ス
教
室
も
開
章
手
こ
。

　
▼
と
き
・
・
・
６
月
1
7
日
㈲
、
午
前

９
時
～
▼
と
こ
ろ
・
：
黄
槃
公
園
テ

ニ
ス
コ
ー
ト
▼
参
加
費
・
・
・
無
料
▼

申
１
　
込
み
・
・
・
当
日
、
直
接
会
場
へ

▼
問
い
＜
Ｂ
Ｑ
ｉ
ｆ
>
-
宇
治
軟
式
庭
球

箆
套
長
・
的
場
一
さ
ん
（
ａ
⑩

1
2
8
6
）
へ
。
（
市
民
体
育
課
）

え
ほ
ん
の

　
　
　
じ
か
ん

　
毎
月
開
く
「
お
は
な
し
合

と
は
別
に
、
小
さ
い
こ
ど
も

た
ち
を
対
象
に
開
き
ま
す
。

　
▼
と
き
…
６
月
1
3
E
團
、

午
後
３
時
半
ト
４
時
▼
と
こ

ろ
…
中
央
図
書
館
集
会
室
▼

あ
な
た
が
創
る
「
公
民
館
講
座
」

企
画
・
運
営
ス
タ
ッ
フ
募
集

宇治シティフィル
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　　手話教室

　６月26日(火)から、総合福祉会館で

宇治市政だよ……り．

　
手
話
の
学
習
を
通
じ
て
、
耳
の

聴
こ
え
な
い
人
た
ち
の
隻
苔
知

っ
て
い
た
だ
き
、
ろ
ラ
あ
者
と
健

聴
者
の
交
流
か
ほ
か
る
た
め
、
「
宇

治
市
民
手
話
教
室
」
を
開
爆
津
ｙ
。

生
息
舌
と
語
り
合
え
る
手
話
を

学
び
、
ろ
ラ
あ
者
と
心
の
交
流
を

は
か
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
▼
と
き
・
：
６
月
2
6
日
～
８
月
７

日
の
毎
週
火
曜
（
全
７
回
）
。
午
後

７
時
半
～
９
時
▼
と
こ
ろ
・
・
・
総

合
福
祉
会
館
３
階
和
室
▼
内
容
・
・
・

る
７
あ
者
の
汲
奨
情
や
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
考
λ
る
講
座
、

手
話
実
技
、
交
流
会
な
ど
。
指
導

は
主
に
ろ
ラ
あ
者
が
担
当
し
、
手

じて心の交流を…▲手話を通

消
費
者
コ
ー
ナ
ー

　
最
近
、
金
融
機
関
の
ポ
ス
タ

ー
や
ち
β
し
な
ど
で
、
。
Ｍ
Ｍ

ｃ
″
や
叉
Ｉ
パ
ー
Ｍ
Ｍ
ｃ
”

と
い
う
言
葉
牽
よ
く
目
に
し
ま

す
。

　
Ｍ
Ｍ
ｃ
と
は
市
場
金
利
連
動

型
預
金
(
Ｍ
ｏ
ｎ
ｅ
ｙ
　
Ｍ
ａ
ｒ
ｃ
ｋ
ｅ
ｔ

Ｃ
ｅ
ｒ
ｔ
ｉ
ｆ
ｉ
ｃ
ａ
ｔ
ｅ
)
の
略
称
で
、

金
融
自
由
化
の
一
環
と
し
て
創

設
さ
れ
た
も
の
。
一
般
の
定
期

預
金
な
琴
こ
大
き
く
異
な
る
の

は
、
自
由
金
利
の
譲
渡
性
預
金

　
（
預
金
者
が
預
金
す
る
都
度
、

金
融
機
関
と
金
利
夕
長
め
る
、

最
低
預
入
金
額
五
千
万
円
の
商

品
）
の
平
均
金
利
を
九
に
、
毎
週

話
サ
ー
ク
ル
の
必
］
員
（
健
聴
者
）
が

協
力
し
康
７
▼
対
象
…
原
則
と
し

て
全
講
座
に
出
席
で
き
、
ろ
シ
あ

者
福
祉
に
関
心
の
あ
る
、
高
校
生

以
上
の
健
聴
者
▼
受
講
料
…
無
料

▼
申
し
込
み
・
：
６
月
2
2
日
面
ま
で

に
福
祉
年
金
課
障
害
福
祉
係
（
内

線
３
３
４
）
へ
。
（
福
祉
年
令
一
課
）

お
知
ら
せ

　
私
立
幼
稚
園
の

　
保
護
者
の
皆
さ
ん
へ

　
市
で
は
、
私
立
幼
稚
園
へ
四
・

五
歳
児
（
平
成
二
年
四
月
一
日
現

在
の
満
年
齢
）
を
通
園
さ
せ
て
い

る
保
護
者
に
、
保
育
料
の
補
助
を

行
っ
て
い
未
了
。
今
年
左
〈
月
下

旬
に
、
各
幼
稚
園
か
通
じ
て
「
調

書
」
公
緊
じ
求
ゐ
で
、
平
成

二
年
度
分
の
「
市
・
府
民
税
税
額

通
知
書
」
か
「
市
・
府
民
税
納
税

通
知
書
」
公
節
え
て
、
各
幼
稚
園

に
提
出
を
。
な
お
、
補
助
金
は
、
各

幼
稚
園
を
通
じ
て
十
二
月
中
旬
か

ら
下
旬
に
支
給
す
る
予
定
で
す
。

　
　
　
　
　
　
（
学
校
教
育
課
）

　
育
成
学
級
夏
期
（
大
学
生
）

　
ア
ル
バ
イ
ト
募
集

　
▼
勤
務
期
間
・
：
７
月
2
1
日
出
～

す
。

　
小
口
Ｍ
Ｍ
Ｃ

　
　
　
　
が
新
登
場

　
小
口
Ｍ
Ｍ
Ｃ
は
、
民
間
金
融

機
関
で
は
叉
Ｉ
パ
ー
Ｍ
Ｍ
ｙ
、

郵
便
局
で
は
。
ポ
ス
ト
乞
ネ
ー

農
業
委
員
会
委
員
選
挙

　
立
候
補
予
定
者
の
説
明
会

　
七
月
十
五
日
間
に
、
任
期
満

了
に
伴
う
「
農
業
委
員
会
委
員

選
挙
」
が
行
わ
れ
未
了
。
こ
れ

に
先
立
ち
、
立
候
補
予
定
者
へ

の
説
明
会
を
開
催
し
禾
了
。

８
月
3
1
日
出
（
日
曜
日
と
８
月
1
3

日
側
～
1
6
日
困
は
除
く
）
▼
勤
務

時
間
…
午
前
９
時
～
午
後
５
時
▼

勤
務
内
容
・
：
市
内
各
小
学
校
の
育

成
学
級
（
学
童
保
育
）
児
童
の
指
導

補
助
▼
賃
拿
・
・
１
日
四
士
八
百
六

十
九
円
▼
対
象
・
大
学
生
▼
募
集

人
数
・
・
・
看
十
名
▼
申
し
込
み
・
問

い
合
わ
せ
・
：
市
販
の
履
歴
書
に
写

真
忿
は
っ
て
、
６
月
1
6
日
出
ま
で

に
社
会
教
育
課
（
内
線
４
７
６
）
へ

本
人
が
持
参
で
。
な
お
、
1
6
日
出

の
営
け
付
け
は
正
午
ま
で
。

　
　
　
　
　
　
　
（
社
会
教
育
課
）

　
一
人
暮
ら
し
老
人

　
の
料
理
教
室

　
一
人
暮
β
し
の
老
人
を
対
象
に
、

栄
養
の
バ
ラ
ン
ス
が
よ
く
簡
単
な

料
理
の
教
室
を
開
章
栄
ｙ
。

　
▼
と
き
・
・
・
６
月
2
6
日
㈹
、
午
前

1
0
時
～
午
後
２
時
▼
と
こ
ろ
・
・
・
広

　
適
用
金
利
は
、

『

前
述
の
Ｍ
Ｍ

Ｃ
で
は
毎
週
奪
幻
り
ま
す
が
、

小
口
の
方
は
Ｉ
ヵ
月
に
一
回
変

更
さ
れ
未
了
。
た
だ
し
、
変
幻

る
の
は
預
け
入
れ
の
際
の
金
利

で
あ
っ
て
、
一
度
預
け
ら
れ
た

預
金
の
金
利
が
途
中
で
変
わ
る

身
近
に
な
っ
た
Ｍ
Ｍ
Ｃ

金
利
が
動
く
点
で
す
。
た
だ
、

上
限
金
利
が
決
ま
っ
て
い
る
た

め
、
完
全
な
意
味
で
の
自
由
金

利
商
品
で
は
な
ぐ
、
自
由
金
利

商
品
と
規
制
金
利
商
品
の
中
間

型
の
商
品
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

最
低
預
入
金
額
は
一
千
万
円
で

ミ
ン
グ
洽
れ
て
い
る
も
の
。
昨

笙
八
月
か
尽
屁
預
入
金
額
三

百
万
円
で
導
入
さ
れ
ま
し
た
が
、

今
年
四
月
か
ら
は
そ
れ
が
百
万

円
ま
で
引
き
下
げ
ら
れ
、
一
般

個
人
の
貯
蓄
商
品
と
し
て
、
よ

り
身
近
な
も
の
と
な
り
ま
し
た
。

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
種
類
は

三
ヵ
月
、
六
ヵ
月
、
一
年
、
二

年
、
三
年
の
定
期
預
金
で
す
。

　
一
般
の
定
期
預
金
よ
り
通
常

は
笠
利
か
高
い
の
で
、
百
万
円

Ｍ
Ａ
)
ま
っ
た
ら
小
口
Ｍ
Ｍ
Ｃ
に

す
る
と
有
利
だ
と
い
え
ル
ヂ
。

　
立
候
補
予
定
者
は
必
ず
出
席

し
て
ぐ
だ
さ
い
。

▽
と
き
…
６
月
2
6
日
叫
、
午
後

　
Ｌ
時
半
～

▽
と
こ
ろ
…
市
役
所
議
会
棟
３

野
公
民
館
▼
内
容
・
：
し
よ
ラ
が
ご

は
ん
、
ワ
カ
サ
ギ
の
若
草
揚
げ
、

し
ら
今
瓦
、
湯
葉
の
す
ま
し
、
デ

ザ
ー
ト
▼
準
備
品
・
：
エ
プ
ロ
ン
、

マ
ス
ク
、
三
角
海
気
▼
参
加
費
…

百
円
▼
定
員
…
3
0
人
（
先
着
順
）
▼

指
導
…
ボ
ラ
ン
テ
Ｖ
ア
・
青
梅
グ

ル
ー
プ
▼
申
し
込
み
・
・
・
社
会
福
祉

協
議
会
（
容
⑩
5
6
5
0
）
へ
▼
主

催
・
：
宇
治
市
一
人
暮
β
に
彰
天
の

会
。
　
　
（
社
会
福
祉
協
議
会
）

　
デ
イ
・
サ
ー
ビ
ス

　
〈
料
理
教
室
〉

　
▼
と
き
・
：
６
月
2
4
日
面
、
午
後

Ｌ
時
～
４
時
▼
と
こ
ろ
…
京
都
文

教
短
期
大
学
▼
対
象
…
市
内
在
住

の
ろ
ラ
あ
者
▼
内
容
…
手
作
り
お

や
つ
（
パ
ン
、
ピ
ロ
シ
キ
、
水
無

月
）
▼
指
導
…
京
都
文
教
短
期
大

学
助
教
授
・
四
方
幸
子
さ
ん
▼
参

加
費
…
五
百
円
程
度
▼
準
備
品
・
・
・

し
祁
し
、
途
中
で
解
約
す
る
と
、

そ
れ
ま
で
の
全
期
間
の
金
利
が

普
通
預
金
と
同
じ
ぐ
ら
い
の
率

に
な
る
の
で
、
一
般
の
定
期
預

金
に
比
べ
て
不
利
に
な
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
。
（
自
治
振
興
課
）

岬－－－－－－・・・

　
階
第
３
委
員
会
室

▽
問
い
合
わ
せ
・
：
選
挙
管
理
委

　
員
会
事
務
局
（
内
線
４
３
０
）

　
へ
。
　
（
選
挙
管
理
委
員
会
）

エ
プ
ロ
ン
、
三
角
張
ん
、
ふ
き
ん
、

筆
記
用
具
▼
申
し
込
み
・
問
い
合

わ
で
・
６
月
1
5
日
面
ま
で
に
社
会

福
祉
協
議
会
（
豊
⑩
５
６
５
０
・

フ
ァ
ッ
ク
ス
⑩
0
8
5
7
）
へ
。

　
　
　
　
　
（
襲
福
祉
協
議
会
）

　
全
国
戦
没
者
追
悼
式

　
八
月
十
五
日
困
に
東
京
で
行
わ

れ
る
全
国
戦
没
者
追
悼
式
の
参
列

者
を
、
若
干
名
募
集
し
未
了
。
詳

し
く
は
、
六
月
二
十
日
團
ま
で
に

福
祉
年
金
課
社
会
係
（
内
線
３
２

４
）
へ
。
　
　
（
福
祉
年
金
課
）

　
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
機
器

　
実
技
講
習
会

　
▼
と
き
・
・
・
６
月
習
缶
、
午
後

１
時
と
４
時
の
２
回
▼
と
こ
ろ
・
：

黄
槃
体
育
館
▼
対
象
・
・
・
1
5
歳
以
上

の
人
（
中
学
生
を
除
く
）
▼
定
員
・
・
・

各
3
0
人
（
先
着
順
）
▼
受
講
料
・
：
千

円
（
要
印
鑑
）
▼
申
し
込
み
・
・
・
６
月

1
7
日
面
、
午
前
９
時
か
ら
、
直
接

黄
奘
体
育
館
（
容
⑩
4
0
0
1
）

へ
、
顔
写
真
（
３
ｔ
Ｘ
２
　
５
ｔ
）
持

木の枝などを

ごみに出すときは…

参
で
。
　
　
　
　
（
公
園
公
社
）

　
甲
種
防
火
管
理
者

　
資
格
付
与
講
習
会

　
▼
と
き
＝
・
７
月
Ｈ
日
出
・
1
2
日

出
、
午
前
９
時
半
～
午
後
４
時
半

▼
と
こ
ろ
・
：
南
京
都
信
用
金
庫
本

店
７
階
大
会
議
室
（
宇
治
宇
文
字
、

Ｊ
Ｒ
宇
治
駅
前
）
▼
対
象
・
・
・
市
内

在
住
・
在
勤
で
防
火
管
理
者
の

資
格
が
必
要
な
人
▼
定
員
…
8
5

人
▼
受
講
料
・
・
・
三
千
五
百
円
（
テ

キ
ス
ト
代
な
ど
。
申
込
時
に
支
払

っ
て
ぐ
だ
さ
い
）
▼
申
し
込
み
・
：

消
防
（
分
）
署
に
あ
る
所
定
の
受
講

申
込
書
に
写
真
（
３
り
×
４
？
）
を

は
っ
て
、
６
月
2
0
日
困
～
2
2
日
面

に
消
防
本
部
予
防
課
へ
、
印
鑑
持

参
で
▼
問
い
合
わ
せ
…
消
防
本
部

予
防
課
（
容
⑩
0
1
1
9
）
へ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
（
消
防
本
部
）

輦順鴫齢

　ら60cmi:<T ―:―H

　家庭で生け垣の刈り込みなどをされた際に出た

木の枝などは、図のように丈夫なひもで束ね。燃

えるごみの日に, 3、４束ずつ出してください。

　量が多い時は２、３回に分けて出してください。

　　　　　　　　　　　　　　　　(清掃事務所)

た
ゆ
た
う
清
流
の
船
上
で
い
に
し
え
の
世
界
へ
…

宇
治
川
の
鵜
飼
い

６
月
1
6
日
出
か
ら
、
塔
の
島
畔
で

　
六
月
士
八
日
出
か
ら
塔
の
島
よ
巴
帯
で
、
鵜
（
う
）

飼
い
が
始
ま
り
毒
ｙ
。
夏
の
夕
暮
れ
、
家
族
云
（
一
っ

て
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

▽
期
間
・
・
・
６
月
1
6
日
出
～
８
月
3
1
日
倒

▽
乗
船
…
喜
撰
橋
た
も
と
で
、
午
後
７
時
ご
ろ
か
ら

▽
料
金
…
Ｏ
乗
合
船
＝
大
人
千
五
百
円
、
子
供
（
小

　
学
生
ま
で
）
七
百
円
○
貸
し
切
瞎
船
上
一
万
円
（
1
0

　
人
乗
り
）
、
三
万
円
（
同
1
5
人
）
、
四
万
円
（
同
2
0
人
）
、

　
六
万
円
（
同
3
0
人
）

▽
予
約
…
宇
治
川
観
光
通
船
（
豊
0
2
3
2
8
）
へ

▽
問
い
合
わ
票
：
宇
治
川
観
光
通
船
か
、
観
光
協
会

・
　
（
容
⑩
3
3
3
4
）
へ
。
　
　
　
（
商
工
観
光
課
）

(用暖li便せんなどを使用してくt:さい)

1125

ご注意ください

ま
ず
。
本
人
申
請
・
代
理
人
申
請
に

か
か
わ
Ｑ
ｆ
ｙ
、
登
録
申
請
の
確
認

の
た
め
、
申
請
者
本
人
の
自
宅
あ

て
に
照
会
書
を
送
付
し
毒
ｙ
の
で
、

一
力
丹
以
内
に
回
答
書
夕
痔
参
し

て
ぐ
だ
さ
い
。
持
参
さ
れ
た
時
点

蛮
于
続
き
は
終
了
し
示
ｙ
。

　
〈
登
録
申
請
手
続
き
が
即
日
完
了

　
す
る
場
合
〉

　
次
の
場
合
に
限
り
、
本
人
が
登

録
申
請
に
来
庁
言
れ
る
と
、
登
録

申
請
は
即
日
完
了
し
毒
ｙ
。

　
①
官
公
署
発
行
で
、
本
人
の

写
真
が
は
っ
て
あ
る
免
許
証
・
資

格
証
明
書
か
提
示
芦
れ
た
と
き
。

　
②
保
証
人
が
、
申
請
者
が
本

人
に
間
違
い
な
い
こ
と
を
保
証
し

た
と
き
。
保
証
人
は
自
分
の
実
印

か
痔
っ
て
（
市
外
の
人
は
印
鑑
証

明
書
一
通
が
必
要
）
、
申
請
者
と
一

緒
に
来
庁
し
て
ぐ
だ
さ
い
。
保
証

書
に
署
名
し
、
実
印
を
押
し
て
い

た
だ
海
藻
子
。

　
〈
手
続
き
が
完
了
す
る
と
、
印
鑑

　
登
録
証
（
登
録
カ
ー
ド
）
を
お
渡

　
転
出
・
死
亡
な
芦
弔
登
録
を
抹

消
さ
れ
た
握
－
は
、
必
ず
登
録
カ

ー
ド
を
返
却
し
て
ぐ
だ
さ
い
。

　
カ
ー
ド
か
紛
失
し
た
と
き
は
、

登
録
者
本
人
が
す
ぐ
届
け
出
匁

代
理
人
に
依
頼
す
る
と
き
は
、
委

任
状
が
必
要
で
す
。
登
録
時
同
様
、

本
人
の
意
思
確
認
の
た
め
、
照
合
一

書
を
送
付
し
ま
す
。

　
〈
印
鑑
登
録
証
明
書
申
請
に
は
登

　
録
カ
ー
ド
が
必
要
〉

　
印
鑑
登
録
証
明
書
が
必
要
な
と

き
は
、
印
鑑
登
録
証
（
登
録
カ
ー

ド
）
か
提
出
し
て
ぐ
だ
さ
い
。
カ

ー
ド
か
忘
れ
た
り
紛
失
し
た
場
合
、

証
明
書
は
発
行
で
き
ま
せ
ん
。

　
代
理
人
に
依
頼
す
る
と
き
は
、

カ
ー
ド
か
渡
し
、
住
所
・
氏
名
・

生
年
月
日
を
正
確
に
伝
え
て
ぐ
だ

さ
い
。
交
付
申
請
書
記
入
の
際
に
、

代
理
人
が
、
申
請
者
の
住
所
や
生

年
月
日
を
正
確
に
記
入
し
て
い
な

い
場
合
は
、
印
鑑
登
録
証
明
書
は

茜
舅
丿
歪
せ
ん
。
　
（
市
民
課
）

委任状様式見本

　委　任　状

{代理人) (±s匹

　　　氏名|○'○○○

　　　生年月|日|の年の|川こ日

　上記の者に、印S5登録申

請に関する権限を委任しま

す。

宇治市長殿　平成年月　日

　(委任者|)住|所ＯＴ（（（Ｏ

　　　　氏名○○○つ琲

　　　生年月Bつ年つ月つ日

印鑑登録と

証明書申請の手続き

　
〈
印
鑑
登
録
で
き
る
人
〉

　
市
内
に
住
民
登
録
・
外
国

人
登
録
を
し
て
い
る
十
五
歳

以
上
の
人
で
、
一
人
一
個
登

録
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
〈
本
人
が
登
録
申
請
を
〉

　
登
録
申
請
準
父
が
手
続

き
を
し
て
ぐ
だ
さ
い
。
や
む

を
得
ず
代
理
人
に
依
頼
す
る

と
き
は
、
本
人
が
自
署
・
押

印
し
た
委
任
状
（
下
の
見
本

参
照
）
が
必
要
で
す
。
親
子

央
婦
で
も
、
本
人
以
外
は
す

べ
て
委
任
状
が
必
要
で
す
。

〈
登
録
手
続
き
の
完
了
に
は
〉

　
登
録
申
請
の
確
認
を
行
い

基本健康診断・実施中

子宮がん検診・受付中

問い合わ

せは高齢

者福祉課

（内線3

60）へ

８
月
3
1
日
ま
で
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累
積
赤
字
な
お
３
千
万
円

安
定
し
て
運
営
で
き
る
よ
う
ご
協
力
を

　
本
市
の
平
成
元
年
度
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
は
、
前
年
度
に
引
き
続
き
、
単
年
度
黒
字

が
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
●
年
度
当
初
に
保
険
料
を
平
均
三
・
九
％
引
き
上
げ
た

こ
と
●
一
般
会
計
か
ら
特
別
に
五
千
万
円
を
繰
り
入
れ
た
こ
と
●
国
か
ら
「
高
医
療
費
市
町
村
」

指
定
を
受
け
、
「
国
保
運
営
安
定
化
計
画
」
を
策
定
。
こ
れ
に
基
づ
き
全
庁
的
取
り
組
み
を
実
施

し
た
こ
と
●
こ
れ
ら
の
取
り
組
み
が
国
に
認
め
ら
れ
、
臨
時
の
交
付
金
一
億
一
千
五
百
万
円
を

受
け
た
こ
と
な
ど
に
よ
る
も
の
で
す
。
し
か
し
、
累
積
赤
字
は
依
然
と
し
て
残
っ
て
お
り
、
加

え
て
今
年
度
も
「
高
医
療
費
市
町
村
」
の
指
定
を
受
け
た
た
め
、
再
び
安
定
化
計
画
を
実
施
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
こ
の
よ
う
に
今
年
度
も
昨
年
度
以
上
に
健
全
化
へ
の
努
力
が
必
要
で

す
。
今
回
は
、
最
近
の
医
療
費
動
向
と
平
成
二
年
度
安
定
化
計
画
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

市
国
保
医
療
費
の
傾
向

　
　
高
い
一
日
当
た
り
費
用
額

　
表
Ｉ
倒
（
左
下
）
は
、
医
療
費
の

三
要
素
と
言
わ
れ
る
受
診
率
・
一

件
当
た
り
日
数
・
一
日
当
た
り
費

用
額
の
本
市
国
保
分
と
全
国
平
均

と
を
対
比
さ
せ
た
も
の
で
、
こ
れ

か
ら
次
の
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

①
受
診
率
は
、
老
人
入
院
分
か
際

　
い
て
す
べ
て
全
国
平
均
以
下
。

②
一
件
当
た
り
日
数
は
、
入
院
外

　
分
は
全
国
平
均
を
上
回
る
が
、

▲積極的な健康づくり・体力づくりを７

　　　　　　　　(昨年10月の市民スポーツ広場で)

　
入
院
分
は
ほ
ぽ
全
国
平
均
並
み
。

③
医
療
サ
ー
ビ
ス
の
単
価
と
言
わ

　
れ
る
一
日
当
た
ひ
費
用
額
は
、

　
入
院
・
入
院
外
分
と
も
全
国
平

　
均
牽
１
　
７
上
回
り
、
特
に
入

　
院
分
か
高
い
。

　
ま
た
、
表
Ｉ
㈲
か
ら
は
次
の
こ

と
が
わ
か
り
ま
ｙ
。

④
一
人
当
た
り
診
療
費
は
い
ず
れ

　
も
全
国
平
均
參
工
回
り
、
全
体

　
的
に
は
入
院
分
か
高
い
。
特
に

　
老
人
分
は
入
院
・
入
院
外
分
と

　
も
突
出
し
て
い
る
。

li;LI　市国保医療費の全国平均との対比－63年度決算－

（Ａ）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　全国平均=
100

＼ 若　　人 老　　人 退職者 全　　体

区分受診rn
|件当f:i|

日数

|日当たり

賢用額 受診率
|件当たり

日数 旧Stり
賢用額
受診率

1件当たり

日数

旧当たり

賢用額 受診率
1件当たり

日数 |日凱り
賢用額

入院 91.72 99.95 117.24112.75101.17131.0986.86 92.31 143.73 98.81 100.33』27.51

入院外 94.42 100.86｜１１．７１ 94.69 112.46121.5495.94101.43110.09 95.39 104.36115.56

計 95.71 97.99
｜「｜.62 97.7「111.91128.3097.87 97.03日5.58 97.17 101.97日9.89

　
こ
の
ぶ
つ
に
、
一
人
当
た
り
診

療
費
が
全
国
平
均
聚
上
回
る
理
由

と
し
て
は
、
一
日
当
た
り
費
用
額

が
高
い
こ
と
が
影
響
し
て
い
ま
す
。

な
か
で
も
、
入
院
分
で
そ
の
傾
向

が
顕
著
で
す
。

な
ぜ
増
え
続
け
る

　
　
入
院
診
療
費

市
の
国
保
医
療
費
全
体
は
、
毎

Ｂ）

（注1) 1人当たり診療費＝受診率×１件

　　　　当たり日数×１日当たり費用額

（注2）診療費＝入院費用談十入院外費用

　　　　額+歯科費用額

(注3）受診率＝件数÷加入者数

＼ １人当たり診療賢

区分若人老人退m者 全体

入院 』07.47149.50115.22126.41

入院外 106.日 129.39107.07115.21

計 104.64140.31109.69119.07

年
ほ
ぽ
七
±
４
の
勢
い
で
増
え

て
お
り
（
右
下
・
表
Ｈ
）
、
平
戌

元
年
度
分
は
九
十
億
円
近
く
に

な
り
ま
ず
。
特
に
入
院
分
は
ウ
ェ

lll “？乱昌悶l。。。tｍ-

円
０
　
　
　
０

億
Ｉ

Ｉ
卜
が
高
く
、
常
に
そ
の
半
分
以

上
か
西
め
て
い
る
の
が
目
立
ち
ま

す
。

　
そ
の
理
由
は
ど
こ
に
あ
る
の
で

し
ょ
フ
ｐ
。
こ
れ
に
は
、
病
院
病

床
数
が
急
激
に
増
加
し
た
こ
と
、

医
療
費
の
か
さ
む
老
人
の
加
入
割

合
が
年
々
高
ま
っ
て
い
る
こ
と
な

ど
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
国
保
医
療
費
が
増
え
れ
ば
、
国

保
会
計
で
負
担
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
保
険
給
付
費
も
当
然
増
加
。

元
年
度
見
込
み
で
は
、
五
十
五
億

円
か
超
え
未
了
。

　
こ
の
保
険
給
付
費
は
、
加
入
者

の
皆
Ｖ
Ｊ
＜
か
ら
い
た
だ
ぐ
保
険
料

と
国
庫
金
で
吊
Ｅ
）
の
。
こ
れ
が

増
え
れ
ば
、
保
険
料
な
１
μ
け

増
え
る
こ
と
に
な
り
未
了
（
表
ｍ
）
。

国
保
事
業
安
定
化
へ
の

　
取
り
組
み
　
７
つ
の
重
点

　
本
市
で
は
、
こ
の
よ
シ
な
傾
向

と
特
徴
を
痔
つ
市
国
保
医
療
費
の

適
正
化
と
累
積
恋
ｆ
の
解
消
を
図

り
つ
つ
。
「
高
医
療
費
市
町
村
」
指

定
を
解
除
さ
せ
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
そ
の
た
め
に
、
「
必
要
な

医
療
を
保
障
し
、
健
康
の
保
持
・

増
進
を
図
る
」
た
め
、
様
々
な
取
り

組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。
そ
の
主

な
も
の
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　
レ
セ
プ
ト
点
検
の
充
実

　
昨
年
奢
足
し
た
レ
セ
プ
ト
審
査

室
を
中
い
に
し
て
、
医
療
機
関
か

ら
の
診
療
報
酬
明
細
書
（
レ
セ
プ

ト
）
の
点
検
体
制
を
拡
充
・
強
化
。

併
せ
て
、
国
保
腰
高
の
審
査
機

能
の
強
化
を
奈
り
に
求
め
未
了
。

　
市
民
・
加
入
者

　
　
　
と
の
連
携
強
化

　
健
康
は
自
ら
が
守
る
と
い
う
立

場
か
ら
、
皆
さ
ん
が
受
診
さ
れ
た

医
療
に
要
し
た
経
費
を
お
知
ら
せ

す
る
医
療
費
通
知
か
充
実
。

　
こ
の
ほ
か
、
健
康
で
生
き
が
い

の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
す
ヘ

ル
ス
パ
イ
オ
ニ
ア
タ
ウ
ン
事
業
の

62年度　63年度　元年度(見込み)

mat　国保会計負l旦額(老健拠出金を含む)
　　　　　　　一保険給付額の推移－，

億円’

　50

一
環
と
し
て
、
昨
年
に
引
き
続
き
、

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
】
ｙ
シ
ョ
ン
「
今

後
の
地
域
医
療
の
在
り
方
を
渦
え

る
Ｉ
老
堡
石
ち
生
き
る
か
」
の

続
編
を
開
催
。
ま
弓
動
く
国
保
だ

よ
り
”
と
も
言
え
る
仮
称
「
い
き

い
息
請
家
族
」
を
ビ
デ
オ
編
集

し
、
広
く
市
民
の
皆
亭
几
に
活
用

し
て
い
た
ダ
と
と
な
芦
派
計
画

し
て
い
毒
司

　
在
宅
ケ
ア
の
推
進

　
人
間
ド
″
ク
受
診
世
帯
を
対
象

に
、
健
康
。
つ
く
り
の
ア
ド
バ
イ
ス

を
と
、
昨
年
度
と
同
様
に
保
健
婦

訪
問
指
導
を
行
い
ま
す
。

　
関
連
施
策
の
推
進

　
ヘ
ル
ス
パ
イ
オ
ニ
ア
タ
ウ
ン
事

業
の
一
環
と
し
て
、
市
民
体
育
・

社
会
教
育
活
動
な
ど
の
場
で
、
体

力
づ
く
り
・
健
辰
つ
く
詐
行
事
を

推
進
り
手
。

倒
医
療
機
関
と
の
話
し
合
い

　
医
療
費
適
正
化
の
た
め
、
市
民

の
健
康
か
守
る
立
場
か
ら
、
理
解

と
協
力
夕
求
め
ま
す
。

　
㈲
保
険
料
収
納
率
の
向
上

　
保
険
給
付
費
は
、
保
険
料
と
国

市
金
で
賄
わ
れ
車
ｙ
。
適
正
か
つ

必
要
な
保
険
給
付
費
確
保
の
た
め

に
は
保
険
料
か
納
付
し
や
す
い
環

柵
つ
く
臼
が
大
切
で
す
。
納
期
回

数
を
変
更
（
従
来
の
六
回
か
ら
千

回
に
）
し
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
収
納

率
向
上
に
努
め
ま
ず
。

　　　　　62年度　63年度　　元年度(見込み)

※老健－70歳以上の人か、65歳以上の寝たきり老人

　　　　で老人保健の適用を受ける人

剛
赤
字
解
消
の
計
画
的
実
施

　
引
泣
男
さ
、
赤
字
解
消
の
た
め
、

一
般
会
計
か
ら
特
別
の
繰
り
入
れ

を
行
い
、
累
積
赤
字
の
早
期
解
消

に
努
め
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
◇

　
こ
の
ほ
か
、
市
翌
翠
ほ
じ
の

国
保
運
営
協
議
会
、
国
・
府
な
ど
関

係
諸
機
関
と
密
接
に
連
携
し
、
国

保
運
営
安
定
化
に
向
け
て
、
一
つ

ひ
ご
つ
課
題
を
解
決
し
て
い
き
ま

す
。

　
加
入
者
の
健
康
を
守
る
大
切
な

国
保
制
度
が
安
定
し
、
円
滑
に
運

営
で
き
る
ぶ
フ
、
重
ね
て
皆
さ
ん

の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。
　
（
国
民
健
慰
佞
課
）

平成2年度の保険料

納期が変わります！

　
保
険
料
の
納
期
回
数
蔵
平
成
二
年
度

か
ら
年
間
十
回
（
従
来
は
六
回
）
に
変
更

し
ま
す
。

　
各
納
期
は
左
表
の
と
お
り
で
す
。
納
期

内
の
納
付
を
お
願
い
し
ま
す
。

国民健康保険料の納期限

第１期 ６月末日 第6期 11月末日

第2期 ７月末日 第７期 12月末日

第３期 ８月末日 第8期 １月末日

第４期 ９月末日 第９期 ２月末日

第５期 10月末日 第lO期 ３月末日

注）納m日が土・日曜、祝日になった

　　場合は翌日になります。

〈計算例１〉給与収入250万円, 3人家族の場合

①所得割

　　(給与所得控除後のSi 1,585,000円一基礎控除300,000円

　　一綸与所得の場合更に20,000円)×9.2％= 116,380円

②均等割　　　16,900円×３人＝　　　50,700円

③平等割　　　　　　１世帯につき　　　28,000円

　　＊年間保険料=①十②十③= 195,080円
　　　　　　　　　　　-

〈計算例２〉営業所得200万円, 4人家族の場合

①所得割

　　(2,000､０００円一基礎控除300,000円)×9.2％=156,400円

②均等割　　　16,900円×４人＝　　　　67,600円

③平等割　　　　　１世帯につき　　　　28,000円

　　＊年間保険料＝①十②十③＝252,000円
　　　　　　　　　　　-

〈計算例３〉65歳以上の単身者,公的年金受給SB250万円の場合

①所得割

　　(公的年金控m後の雑所得の■|fil.275,OOO円―基礎控除300,000円

　　－65歳以上の場合更に170,000円)×9.2％= 74,060円

②均等割　　　16,900円×１人＝　　　16,900円

③平等割　　　　　１世帯につき　　　28,000円

　　＊年間保険料－①十②十③　118,960円

(※) 給与と年金の控除額は収入額によって異なります

1126

増え続ける国保医療費

保
険
料
の
納
付
は
便

利
な
口
座
振
替
で

みんなで支えよう国保

制度
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